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パ フ チ ン の 「時空」概念 の 根底

郡 伸　　哉

　 『小説の 時間 と時空』 の なか で パ フ チ ソ

は，「時空」 とは 厂時間 と空間の 相互関係」

だ と定義し て い る 。 そし て 「時空」に おい

て は ， 時 間が主導的地 位を占め る とい う。

パ フ チ ン は ， しばしば主人公 の 時間が世界

の 時間 と
．・

致す るか 否 か を問題 にす る 。 こ

の 時間の
一
致 ・不

一
致を 決め る の は ， 主人

公の 主体的働 きで ある 。

一一
方 ， 主人公は ，

主体 （世界へ の 視点） として は 空間性を も

た ない 。 空間性 は世界の 属性 で ある 。 そ う

す る と ， 時間と空閲の 相互関係 とは ， 時間

性の 中心 で ある主人公 と，空 間性 を もつ 世

界 との 関係だ とい え る 。 「時空」 とは ， 人

間 と世界 の 関係を測 る指標な の で あ る 。 そ

し て パ フ チ ン が空間 よ り時間に 主導的役割

を認め る の は ， 主体 とし て の人間を軸に ，

人間 と世界の 関係を見 るか らで ある 。

　 r小説 の 時間 と時空』 に は ， 「異 郷 の 世

界」，「故郷の 世界」 とい う言葉が よ く用い

られ る。 「異郷」 で は ， 人は世 界 に無関心

で い られ るが ， 「故郷」 で は そ うで は ない
。

こ の 対概念は ， 上 述の 人間 と世 界 との 関係

を空間 の 面か ら表現 した もの で ある 。 こ の

対概念に 注 目して 『小説の 時間 と時空』 を

見 る と，
パ フ チ ン は 小説を次の 線で捉えて

い る こ とがわ か る 。 すなわ ち ， 叙事詩に 描

か れ，古代ギ リ シ ャ の 広場 に 体現され る よ

うな 「故郷」 が崩壊 し 始 め，「故郷」へ の

反定立た る 「異郷」が 人 々 の 意識 の なか に

出現する こ とが
， 小説の 成立 の 条件で ある 。

その 際 「異郷」 は ， 公式イ デ オ ロ ギ
ー

に支

えられ た 「故郷」の 虚偽を 暴 くとい う積極

的意味を担 っ て い る 。 しか し 「異郷」が単

に 肯定的 で
，

「故郷」が単に 否定的 な も の

だ とは 言 えない 。 古代の 「故郷」は 国家体

制に支え られ て い るが ， 「故郷」 の よ り深

い 根源は 「階級以前の フ ti
一 ク ロ ア 」 に あ

る とパ フ チ ン は 考えて い る
。 そ し て 重要 な

こ とは ， 小説が 「故郷」の 崩壊 と 「異郷」

の 出現を基礎 とし て持 つ だ け で な く， 「真

の 故郷」 の 回復 へ の 志向を も持 っ て い る こ

とで ある 。
こ れを端的に 示 し て い る の が

「教養小説」で ある 。 それ は 「異郷の 故郷

化」 を主題化 した小説で あ る 。 ラ ブ レ
ーの

世界 の 特微 （後に 『ラ ブ レ ー
論』 で パ フ チ

ン が 「グ ロ テ ク ス ・リ ア リ ズ ム 」 と し て 打

ちだす もの） もまた ，

一・
種 の 「故郷化」 だ

とパ フ チ ン は 見て い る 。

　故郷 → 異郷 → 異郷の 故郷化 ， とい う小説

の 捉え方は ， 自己 と世界 との 一…致→ 分裂 →

再統合， と言い 直す こ とが で きる。 こ こ に

は 自己 と世界の 関係に 対す る弁証法的把握

がある 。

　 厂時空」概念は ， 始め は 『教養小説 と リ

ア リズ ム の 歴史に お けるそ の意義』 の なか

で パ フ チ ン が ゲ ーテ に見い だ した 自己 と世

界の 結合 の 理想形 態で あ っ たが ， や がて こ

の 概念は拡大 され ， 自己 と世界の 関係の 様

々 な程度，様 々 な様態を 示 し得 る もの とな

り，それ が 『小説 の 時間 と時空』 に 見 られ

る小説の 類型学を可能に した と考 え られ

る 。 こ の 意味で 「時空 」概念は二 重の 性格
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を もつ
。 （こ の二 重性は ， 人格関係の理想

形態と現実の 言語活動 の 論理 の 両方を意味

す る 「対 話」概念に も見 られ，パ フ チ ン の

思考法の
一

特徴を なす 。）

　 『小説 の 時間 と時空』 に お け る 「時空 」

概念の役割を ， r作者 と主人公』等 の 初 期

の 著作に お け る 厂美的活動」 とい う概念の

位置づ け， さらに rこ とば の ジ ャ ン ル 』 や

『小説の こ とば』 の な か で の 「言表」（発

話）概念の 位置づ け と比べ て み る と，パ フ

チ ン の 思考法の 根本に 触れ る こ と が で き

る。 すなわ ちパ フ チ ン は ， 人間の 活動の な

か に ， まず主体性 と客体性 の 結節点を掴み

だ す 。 そ して
一

方で主 客統合の 理想形態を

打ちだ し つ つ
， 他方で そ の 光に 照 らして 主

客関係の 現実態 の 類型学を提 示 す る 。 「美

的活動」や 「言表」 も，「時空」 と並 ん で

そ うした結節点 なの で ある 。

　ただ し 「時空」 の 考え方は ， 主客関係に

対す る弁証法的把握を含ん で い る とい う点

で ， 「美的活動」や 「言表」 とは 異 な る 。

この違い は ，
パ フ チ ン の 重 要概 念 で あ る

「対話」お よびそれ に連 なる 「言表」 と，

「時空」お よび そ れ に 連 な る 「教養」や

「グ ロ テ ス ク ・ リ ァ リ ズ ム 」 との 方法論的

な違い とな っ て 現れて い る 。 すなわち 「対

話」概念で は ， 主体 と他 の 主体 との関係が

問題 とな り， そ の 理念的極限は ， 融合で は

な く， 互い の 主 権を認め あ う共存で あるの

に対 して ， 「時空」 で は，人間 と世 界 の 関

係が問題 とな り，両者 の 融合が理 念的極限

となる の で ある 。
こ の 方法論の 差は ， これ

ら諸概念に 基づ い て把握 され た文学表現の

差 （ドス トエ フ ス キ
ーと，

ゲ ー
テ ない し ラ

ブ レ
ー との 差） とな っ て 現れ て い る 。 そ し

て パ フ チ ソ の 「カ ー
ニ バ ル 」概念を 理解す

る際に は，それ が こ れ ら両者に跨 っ て適用

されて い る 事情を考慮 しな け れ ば な ら な

い 。 「対話」だ けで な く， そ れ と原理的に

異な る 「弁証法」を も視野に い れて 初め て
，

パ フ チ ン の 思想の 全体に 迫 る こ とがで きる

の で あ る。

「6 号室 」 に お け る精神医学

角 伸　　明

　こ れ まで 「6 号室」は ， 政 治社会体制批

判の 小説 ， また は知識入層の 間 に広 ま っ て

い た ペ シ ミ ズ ム 思想を 批判的に 描 い た 小説

と して研究 されて 来た が ， 今回の発表で は ，

「6 号室」は 精神医学の知見を基礎 に小説

世界が創造 され て お り， 精神病棟を舞台に

し て
，

一定の 社会文化環境 （ロ シ ア の 田舎

町 ）に おけ る 「知性」 と 「狂気」（「精神障

害」）の パ ラ ド ク シ カ ル な関係を問 題 と し

て 描 き出した 科学小説で ある との 見解を述

べ た 。 論点は 次の 三 つ に ま とめ られ る 。

　第
一

点は ， 読者を作品世界の 深み に 引 ぎ

込 ん で 行 くス トー リ
ー
展開の ダイ ナ ミ ズ ム

が，常識的 狂気観か らすれ ぽ パ ラ ド ク シ カ

ル な関係に 見え る設定か ら生み 出 され て い

る とい うもの で ある 。 主要な主人公で あ る

医師 の ラ
ーギ ン は， こ の 世で 何 よ りも知性

を愛す る人 物 として 造形 されて い る 。 そ の

ラ
ーギ ソ が ， 20年間住ん で い る彼 の 町で

，

20年 目に し て初め て 知性 の ある人物に 出会
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